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　村では、豊かな自然環境と利便性のある快適な生活環境が調和し、快適で笑顔に満ちあふれた村を
目指し様々な支援事業を実施しています。
　今回は、子育て、高齢者、障がい者への支援事業、健康事業への支援に関係するものを紹介します。
※ この記事で紹介する事業の対象者や条件は主なものを抜粋したものです。各事業の詳細は、担当係
へ問い合わせてください。

長寿祝金 福祉係

長年にわたり社会貢献をされている高齢者の長
寿を祝います。
【 対 象 】88歳以上
【 内 容 】 長寿祝金券１万円分を配付します。

100歳になった人へは10万円分を配
付します。

緊急通報体制整備 福祉係

高齢者等のみまもり体制を強化します。
【 対 象 】 一人暮らしや高齢者世帯等で日常生

活に支援の必要な人
【 内 容 】 緊急通報装置を貸与し、緊急時に関

係機関等への連絡や安否確認を行い
ます。装置を個人設置した人へは交
付金を支給します。

寝たきり老人等住宅等整備 福祉係

高齢者の住環境の改善により、日常生活の自
立支援、介護者の負担軽減を図ります。
【 対 象 】在宅で介護をしている世帯
【 内 容 】補助限度額90万円

福祉タクシー券交付 福祉係

医療機関への通院や福祉施設への通所等の外
出を支援します。
【 対 象 】身体に障がいを持ち援助の必要な人
【 内 容 】 １枚300円のタクシー利用券を40

枚を交付します。

紙おむつ購入補助 福祉係

在宅介護の負担を軽減します。
【 対 象 】 介護保険認定を受け認定調査項目

の排尿、排便で介助が必要な人
【 内 容 】 紙おむつ、尿とりパット購入に係

る費用の一部助成をします。

高齢者
障がい者

保育園保育料、給食費完全無償化 子ども教育係

子育て世帯の負担を軽減するため、未満児を
含む保育料と給食費は無料です。

小中学校給食費負担軽減 子ども教育係

子育て世帯の負担を軽減するため、給食費の
一部（主食、牛乳）を補助します。

ウッドスタート（誕生祝品） 農林係

赤ちゃんが最初に遊ぶおもちゃに、村の木で
作ったおもちゃをお渡しします。
【 内 容 】 誕生祝いとして大桑産木曽ひのき

のおもちゃをプレゼントします。

私立高等学校等生徒就学補助金 子ども教育係

生徒の奨学と保護者の負担を軽減します。
【 内 容 】 中信地区の私立高校に在籍する生徒

１人につき年額２万円を補助します。

すこやか子育て応援事業 住民係

次世代を担う子どもたちの健やかな成長を応援
します。
【 内 容 】 出生時、小学校入学時、中学校入学時

に祝い金各５万円を支給します。

子育て

暮らしの支援事業暮らしの支援事業のの紹介紹介
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配食サービス 福祉係

栄養バランスのとれた食事を提供するととも
に、高齢者等の安否確認をします。
【 対 象 】 65歳以上の１人暮らし、高齢者のみ

の世帯で調理が困難な人
【 内 容 】 しあわせ弁当を毎週（水・金）提供、

安否確認を行います。

高齢者温泉補助 福祉係

温泉に浸かり元気を回復することで介護予防に
つなげます。
【 対 象 】 75歳以上の人
【 内 容 】 阿寺荘の温泉入浴料を助成します。

住宅等整備事業補助金 福祉係

日常生活に欠くことのできない浴室等の整備や
改善を支援します。
【 対 象 】 村に住居を有し、障がい者手帳の交

付を受けている人
【 内 容 】 補助限度額90万円

高齢運転者の 
交通事故防止対策補助金 危機管理係

高齢者の安全な運転を支援します。
【 対 象 】 65歳以上の人
【 内 容 】 安全サポート車の購入補助（上限３万円）

※ 後付（ペダル踏み間違い加速抑制
装置）の場合は上限１万５千円

福祉有償運送事業 福祉係

自家用車や公共交通機関で移動することが困
難な人を支援します。
【 対 象 】 リフト付自動車を使用しなければ

移動が困難な要介護者、身体障が
い者手帳の交付を受けている人等

【 内 容 】 ▼ 郡内 （木曽病院、中津川市） 
：片道　　2000円

　　　　　 ▼ 村内：片道　　　500円

運転免許証自主返納支援事業 危機管理係

高齢運転者の事故防止を支援します。
【 対 象 】 大桑村に住所を有し、運転免許証

を自主返納した人
【 内 容 】 返納者へ地域公共交通回数券

１万１千円分を支給します。

福祉用具等の貸与 福祉係

高齢者や傷病者で介護用具が一時的に必要な
人へ用具を貸し出します。
【 対 象 】 おおむね65歳以上の人、傷病等に

より介護用具が必要な人
【 内 容 】 村が所有するポータブルトイレ、

車イス、歩行器等を一時的に貸与
します。

各種がん検診 保健係

各種がんの早期発見・早期治療による住民の健
康維持を支援します。
【 対象・内容 】
子宮がん検診（20歳以上）、乳がん検診（30
歳以上　一部40歳以上）、大腸がん検診（40、
45、50、55、60歳）は無料

歯科健診助成 保健係

生活習慣病予防を支援します。
【 対 象 】 35、40、50、60、70歳の人と国保

被保険者の35～74歳の人
【 内 容 】 歯科健診料を全額助成

人間ドック助成 保健係

生活習慣病やその他疾病を予防することで、
住民の健康管理を支援します。
【 対 象 】 ▼  村民で35～39歳の人。ただし

国保人間ドック対象者、職場加
入保険で人間ドックの補助があ
る人は対象外です。

　 　 　 　     ▼ 国保加入者で35～74歳の人 

▼ 後期高齢医療制度加入者

▼このページに関する問い合わせ先　　大桑村役場　　℡＊＊５５‐３０８０

健 康
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教
育
委
員
会
が
新
庁
舎
へ
移
転
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
日
の
体
育
館
の
利
用

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
日
の
日
中
に
体
育
館
を
利
用
す
る

場
合
は
、
玄
関
左
側
に
あ
る
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
押
す
と
、
資
料
館
の
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
し
ま
す
。
夜
間
、
土
日
祝
日
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
体

育
館
の
管
理
人
が
対
応
し
ま
す
。

冊
子
「
地
域
と
農
業
」

　

村
出
身
で
、
農
民
の
地
位
向
上
に

取
り
組
ん
だ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
古

瀬
傳
蔵
さ
ん
の
功
績
を
講
演
会
や
企

画
展
で
紹
介
す
る
古
瀬
傳
蔵
記
念
事

業
が
令
和
３
年
度
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
事
業
を

ま
と
め
た
冊
子
「
地
域
と
農
業
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

「
地
域
と
農
業
」
に
は
、
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
東
京
外
国
語

大
学
名
誉
教
授
の
野
本
京
子
さ
ん
と

農
山
漁
村
文
化
協
会
会
長
の
楠
本
雅

弘
さ
ん
の
講
演
会
を
ま
と
め
た
も
の

や
企
画
展
で
展
示
し
た
写
真
や
資
料

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
古
瀬
さ

ん
の
活
動
の
軌
跡
や
中
山
間
地
域
再

生
の
事
例
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。
在
庫
が
な
く
な

り
次
第
配
布
は
終
了
し
ま
す
が
、
資

料
館
で
の
閲
覧
は
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
手
に
取
っ
て
、
中
山
間
地
域
の

課
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
く

だ
さ
い
。

村
民
体
育
館
電
話
番
号

　

℡
＊
＊
55
‐
２
０
０
３

※ 

村
民
体
育
館
の
事
前
予
約
や
利
用
方

法
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
生
涯

学
習
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　

℡
＊
＊
55
‐
１
０
２
０

第
６
波
対
応
中
小
企
業
者
等
応
援
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第

６
波
の
到
来
及
び
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
売
上

げ
が
大
き
く
減
少
し
た
村
内
に
事
業

所
が
あ
る
中
小
事
業
者
等
に
応
援
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
者
は
、
申
請
期

限
ま
で
に
必
要
書
類
を
役
場
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
交
付
条
件

　

令
和
４
年
１
月
〜
３
月
の
３
か
月

間
（
以
下
、
対
象
期
間
）
の
事
業
収

入
が
、
平
成
31
年
、
令
和
２
年
、
令

和
３
年
の
い
ず
れ
か
の
同
月
３
か
月

間
（
以
下
、
基
準
期
間
）
の
事
業
収

入
と
比
較
し
て
25
％
以
上
減
少
し
て

い
る
中
小
事
業
者
。

※ 

対
象
期
間
の
事
業
収
入
に
は
、
県

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防

止
協
力
金
」
受
給
額
と
国
「
事
業

復
活
支
援
金
」
受
給
額
の
３
／
５

を
加
え
ま
す
。

交
付
金
額

　

基
準
期
間
の
事
業
収
入
額
か
ら
対

象
期
間
の
事
業
収
入
額
を
差
し
引

い
た
金
額
。
上
限
額
は
法
人
事
業

者
が
40
万
円
で
、
個
人
事
業
者
が

20
万
円
。

申
請
期
限

　

７
月
15
日
㈮

そ
の
他

・ 
交
付
申
請
書
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か

役
場
や
大
桑
村

商
工
会
で
入
手

で
き
ま
す
。

・ 

必
要
書
類
等
は
、
交
付
申
請
書

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

大
桑
村
商
工
会

　
　

℡
＊
＊
55
‐
３
１
３
０

平
日
の
体
育
館
利
用

▲  冊子 
「地域と農業」

古
瀬
古
瀬
傳で

ん

で

ん

蔵ぞ

う

ぞ

う

記
念
事
業

記
念
事
業
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
事
業
の

一
環
で
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
へ
は
６
月
下
旬
に
案
内
通
知

と
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
腔
内
の
健
康
は
、
身
体
の
健
康
へ

の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も
の
が
食
べ
に

く
い
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
特
に
自

覚
症
状
は
な
い
が
口
腔
内
の
状
態
を
確

認
し
た
い
人
な
ど
、
費
用
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者

❶ 

昭
和
21
年
４
月
１
日
〜
昭
和
22
年
３

月
31
日
に
生
ま
れ
た
被
保
険
者

❷ 

昭
和
17
年
４
月
１
日
〜
昭
和
21
年
３

月
31
日
に
生
ま
れ
た
被
保
険
者
の
う

ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に
係
る
受

診
を
し
た
経
歴
が
あ
り
、
か
つ
、
令

和
３
年
度
に
歯
科
医
療
の
受
診
が
な

か
っ
た
人
。

対
象
医
療
機
関

　

長
野
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医

院

受
診
方
法

　

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を
し
、

「
受
診
券
」
「
被
保
険
者
証
」
を
持
参

し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
期
間

　

令
和
４
年
７
月
１
日
㈮ 

 

〜
12
月
30
日
㈮

そ
の
他

　

歯
科
健
診
は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す

が
、
健
診
の
結
果
、
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
、
治
療
費
は
本
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

 

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

保
健
事
業
室

　

℡
０
２
６
‐
２
２
９
‐
５
３
２
０

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　

福
祉
健
康
課 

保
健
係　

℡
＊
＊
55
‐
４
０
０
３

後
期
高
齢
者 

歯
科
健
診

　

東
海
学
園
大
学
の
協
力
の
も
と
作

成
し
た
村
の
ご
当
地
体
操
「
ほ
こ
っ

と
体
操
」
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
収
録

し
た
「
大
桑
元
気
ア
ッ
プ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
を
木
曽
広
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
（
12　

）
で
放
映
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
や
コ
ロ
ナ
禍
等

で
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
る
人
が
家

庭
で
気
軽
に
運
動
で
き
る
よ
う
に
作
成

し
た
も
の
で
す
。

　

毎
日
続
け
て
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

放
映
時
間

　

９
時
30
分
・
13
時
30
分
・
21
時
30
分

大
桑
元
気
ア
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

放
映
中

大
桑
元
気
ア
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

放
映
中

ch

　

村
で
は
、
ほ
こ
っ
と
体
操
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
な
が
ら
、
実
際
に
成
果

が
出
て
い
る
か
を
測
定
す
る
「
ほ
こ
っ
と
運
動
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
東
海
学
園
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准
教
授
の
丸
山
裕
司
先
生
を

迎
え
、
参
加
者
に
合
わ
せ
た
強
度
の
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

途
中
参
加
や
お
試
し
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日　

時

 

・
６
月
18
日
㈯
★　

・
７
月
９
日
㈯　

・
８
月
５
日
㈮　

・
９
月
３
日
㈯ 

・
10
月
１
日
㈯
★　

・
11
月
12
日
㈯　

・
12
月
10
日
㈯ 

　

10
時
〜
正
午
（
全
回
共
通
） 

　

※ 

★
が
付
い
て
い
る
回
は
、
骨
密
度
や
握
力
、
障
害
物
歩
行
な
ど
の
測
定
を

行
い
ま
す
。

会　

場
　
　
　
　

持
ち
物

 
須
原
地
区
館　
　
　

上
履
き
、
運
動
で
き
る
服
装

ほ
こ
っ
と
運
動
教
室
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自
然
環
境
の
保
全
及
び
交
通
渋
滞
対

策
の
た
め
、
阿
寺
渓
谷
の
車
両
進
入
規

制
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
期
間
は
７
月

16
日
㈯
午
前
８
時
か
ら
８
月
31
日
㈬
午

後
５
時
で
す
。
期
間
中
は
終
日
規
制
し

ま
す
。

　

期
間
中
の
渓
谷
内
へ
の
立
ち
入
り
は

徒
歩
ま
た
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
フ
ォ

レ
ス
パ
木
曽 

⇔ 
島
木
赤
彦
歌
碑
駐
車

場
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

村
内
で
、
可
燃
ご
み
の
中
に
液
体
状

の
も
の
が
一
緒
に
出
さ
れ
る
事
例
が
複

数
回
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
オ
イ

ル
（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
食
用
油
等
）

は
パ
ッ
カ
ー
車
で
回
収
し
た
際
に
圧
縮

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
飛
散
し
、
パ
ッ

カ
ー
車
の
汚
損
や
収
集
作
業
の
支
障
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
出
し
方
の
手
引
き
（
令
和
４

年
４
月
版
）
を
３
月
に
全
戸
配
布
し
て

い
ま
す
。
も
う
一
度
ゴ
ミ
の
出
し
方
の

ル
ー
ル
を
確
認
し
、
適
正
に
分
別
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課 

生
活
環
境
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

※ 

阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
利
用

客
の
車
両
等
は
規
制
対
象
外

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課 

商
工
観
光
係

　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

●
総
務
課

・
総
務
係

　
　

織
田　
　

円
（
住
民
係
）

・
企
画
財
政
係

　
　

松
原　

龍
希
（
庁
舎
建
設
係
）

・
課
付

　
　

北
原
美
由
季
（
商
工
観
光
係
）

　
　

今
井
瑛
梨
佳
（
総
務
係
）

●
住
民
課

・
住
民
係

　
　

古
瀬
さ
く
ら
（
企
画
財
政
係
）

阿
寺
渓
谷
夏
季
交
通
規
制

阿
寺
渓
谷
夏
季
交
通
規
制

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

役
場
職
員
の
人
事
異
動
（
６
月
１
日
付
）

妊
活
検
診（
不
妊
検
査
）費
用
助
成

　

県
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦
に

対
し
、
早
期
治
療
を
支
援
す
る
た
め
、

夫
婦
が
と
も
に
受
け
た
不
妊
に
関
す
る

検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
夫
婦

（
事
実
婚
関
係
に
あ
る
も
の
を
含
む
）

・ 

過
去
に
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
、
体

外
受
精
、
顕
微
授
精
）
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
こ
と

・ 

助
成
の
申
請
時
に
、
夫
婦
と
も
、
ま

た
は
一
方
が
県
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と

・ 

検
査
開
始
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が

40
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

助
成
金
額
・
回
数

　

夫
婦
が
と
も
に
受
け
た
一
連
の
不
妊

に
関
す
る
検
査
の
合
算
費
用
に
対
し
、

２
万
５
千
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
回
数
は
、
１
組
の
夫
婦
に
つ
き

１
回
ま
で
で
す
。

申
請
期
限

　

対
象
と
な
る
検
査
が
終
了
し
た
日
の

翌
日
か
ら
90
日
以
内
で
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
助
成
対
象
と

な
ら
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

木
曽
保
健
福
祉
事
務
所
に
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

助
成
の
対
象
費
用
、
申
請
手
続
き
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

 

木
曽
保
健
福
祉
事
務
所 

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

℡
25
‐
２
２
３
２

▲
妊活検診
（不妊検査）
費用助成事業
について
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　国民健康保険は平成30年度から県が財政運営を担っており、村は県が示す標準税率に
沿って保険税を設定しています。
　当村では、加入者の急激な負担増を回避し、従来の４方式から資産割を賦課しない３方式
への移行をするため毎年度段階的に保険税率を見直しています。

　子育て世帯の負担軽減を図るため、令和４年度分から国民健康保険に加入している未就学
児（小学校入学前の子ども）がいる世帯に対し、未就学児１人につき均等割額の１/２を軽
減します。既に低所得世帯で軽減が適用されている場合は、当該軽減後の均等割額の１/２
を軽減します。一律の軽減となりますので、申請は不要です。

●  未就学児にかかる均等割額を軽減します

保険税率を次のように改定します

区　　分
所得割 （％） 資産割 （％） 均等割 （円） 平等割 （円）

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

医 療 給 付 費 分 6.50 6.50 14.00 7.00 20,600 22,000 20,900 22,000

後 期 支 援 金 分 2.30 2.40 3.60 1.80 7,600 8,400 6,800 7,400

介 護 納 付 金 分 2.10 2.10 4.00 2.00 7,800 8,500 6,000 6,900

★保険税はいくらになりますか？  
▼（例１）夫婦２人 70歳以上の場合 ▼（例２）夫婦２人学生１人の場合

課 税 所 得 額 0円 300万円

収 　 入 　 額
夫：年金100万円

自営業2,000万円
妻：年金  　80円

固 定 資 産 税 額 ４万円 ５万円
軽 減 の 有 無 有：低所得者世帯７割軽減 無
令和３年度年税額 32,200円 471,700円
令和４年度年税額 30,500円 479,900円
前 年 と の 差 額 1,700円減額 8,200円増額

減免対象者　① 新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡し、又は重篤な
傷病を負った世帯の人　⇒　保険税を全額免除

　　　　　　② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少（※）
が見込まれる世帯の人　⇒　保険税の一部を減額 
※保険税が一部減額される具体的な要件

世帯の主たる生計維持者について
　⑴ 事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて
3/10以上減少する見込みであること

　⑵前年の所得の合計額が1000万円以下であること
　⑶収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下であること

注：申請にあたっては、収入を証明する書類が必要となります。
詳しくは問い合わせください。

●  新型コロナウイルス感染症の影響による、保険料の減免

▲

問い合わせ先　住民課 税務係　℡＊＊５５‐３０８０

国民健康保険税国民健康保険税のの税率税率がが変わります変わります
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５
月
21
日
、
村
観
光
協
会
の
会
員
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
国
道
沿
線

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
同
会
会
員
の
42
事
業
者

52
名
で
国
道
19
号
沿
い
を
手
分
け
し
て

拾
い
ま
し
た
。

　

拾
っ
た
ゴ
ミ
を
見
る
と
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
ゴ
ミ
が

目
立
ち
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
訪
れ
た

人
が
気
持
ち
よ
く
観
光
で
き
る
環
境
を

保
ち
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

観
光
協
会

観
光
協
会

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

本
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
木
又
邑

煕
子
と
申
し
ま
す
。
私
は
主
に
農

業
担
当
で
、
大
桑
村
の
農
業
に
携

わ
り
、
地
域
お
こ
し
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
数
年
、
日
本
企

業
に
勤
め
、
そ
の
後
は
台
湾
へ
語

学
留
学
と
同
時
に
日
本
語
教
師
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
菜

園
を
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

農
業
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
の

私
は
、
毎
日
食
べ
る
こ
と
を
し
な

が
ら
も
、
野
菜
が
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
育
つ
の
か
、
野
菜
の
花
の
色

さ
え
も
知
ら
ず
、
自
分
が
い
か
に

無
知
で
あ
る
か
に
気
付
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
自
ら
家
庭
菜
園
を
始

め
て
み
る
と
、
一
つ
の
野
菜
に
し

て
も
、
水
や

日
光
、
酸
素

な
ど
の
自
然

の
力
、
植
物

そ
の
も
の
の

力
、
そ
し
て

時
間
と
手
間

暇
を
か
け
て
や
っ
と
、
私
の
口
に
運
ば
れ

る
野
菜
と
な
っ
て
い
く
。
自
分
で
育
て
た

野
菜
を
初
め
て
収
穫
し
口
に
し
た
時
、
と

て
つ
も
な
く
感
動
し
た
の
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
今
後
の

人
生
で
は
、
農
業
と
い
う
も
の
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
私

が
作
り
た
い
の
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
な

ど
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
、
安
心
で
安
全

な
お
い
し
い
野
菜
で
す
。
そ
ん
な
野
菜
を

求
め
て
く
だ
さ
る
方
へ
届
け
た
い
。
そ
し

て
、
こ
こ
最
近
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う

目
標
が
世
界
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
地
球
温
暖
化
や
食
糧
危
機
な

ど
も
懸
念
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
若
手

世
代
と
し
て
、
持
続
可
能
な
農
業
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
地
元
地
域
で
の
販
売
と
都
市
部
の

消
費
者
へ
向
け
た
通
信
販
売
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
や
大
桑
村
の
特
産
の
ひ
と
つ
と
な
れ
る

よ
う
な
も
の
も
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

　

農
業
を
通
し
て
、
地
域
の
活
性
化

や
大
桑
村
の
方
々
と
繋
が
り
を
持
ち
、

人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
さ
で
溢
れ

る
も
の
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
桑
村
に
来
て
約
２
ヶ
月
、
現
在

は
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
の
未
熟
者
に
も
関

わ
ら
ず
、
す
で
に
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
り
、
気
さ
く

に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
と

て
も
嬉
し
く
感
謝
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
大
桑
村
の
一
員
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

8



　今年度から子育て世代包括支援センター「ほっとステップ」が本格的にサービスを開始し、６
月６日からは子育て支援センターまめっこも加わりました。
　子育て世代包括支援センターについてご紹介します。

子育て世代包括支援センター

　子育て世代包括支援センターは、妊娠期や０歳から概ね18歳までのみなさんとそのご家族の
相談窓口で、保健師、保育士を配置し、医療や保育・子育てなどの相談に応じ、子どものこころ
とからだの健やかな成長の支援や親子が健康で安心して出産育児ができるように支援します。
　相談の内容により関係機関との連絡調整や情報提供、連携体制づくりなどの支援を行います。
　秘密は固く守られますので、安心してご相談ください。

子育て世代包括支援センターの活動のイメージ

ほっとステップ

▲

相談窓口 
　 子ども、子育て家庭を取り巻く様々な相談に応じます。
気軽にお問い合わせください。

▲

関係機関との連携・調整・情報提供

▲  

子育て支援センターまめっこの運営 
（対象者：0歳～未就園児）

各関係機関

▲

保健師、栄養士、福祉関係者 ▲

教育委員会、保育園 ▲

学校（小中高） ▲

医療機関 ▲

発達支援センター ▲

ともに（木曽障害者総合支援センター） ▲

保健所・児童相談所など様々な機関と連携します。

◎妊婦さん
◎子育て中のご家族
◎０～ 18歳のお子さん

相談を受付け、
継続的な支援を
行います。 連　携

場　　所／大桑村大字長野2775-6（旧保健センター）

利用時間／ 相談窓口　８：３０～１７：００（平日のみ）
まめっこ　９：００～１６：００（平日のみ）

▲  

問い合わせ先 
大桑村子育て世代包括支援センター 
ほっとステップ
℡＊＊５５‐１２１５

大桑駅

国道
19
号

大桑村
子育て世代包括支援センター
ほっとステップ

至
上松町

至
南木曽町

19

MAP
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問 

申   

長
野
県 

く
ら
し
安
全
・

消
費
生
活
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
７
４

　

令
和
３
年
中
の
長
野
県
内
の

特
殊
詐
欺
被
害
は
、
前
年
比
30

件
増
の
１
５
５
件
で
し
た
。
そ

の
う
ち
の
97
％
は
電
話
を
連
絡

手
段
と
し
て
、
大
切
な
お
金
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
働
き
盛
り
世
代
や

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
特
殊
詐

欺
被
害
防
止
講
座
に
職
員
を
派

遣
す
る
体
験
型
の
出
前
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
詐
欺
の
手
口
の
説
明

や
実
際
の
犯
人
か
ら
の
電
話
を

想
定
し
た
訓
練
を
通
し
て
、
詐

欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

策
を
お
伝
え
し
ま
す
。
地
区
や

団
体
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問   

長
野
県
警
察
本
部 

山
岳
安
全
対
策
課

℡
０
２
６
‐
２
３
３
‐
０
１
１
０

　

水
難
事
故
は
、
６
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
魚
釣
り
中
や
水

遊
び
で
溺
れ
る
事
故
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
川
は
急
に
増
水
な

ど
危
険
な
一
面
が
あ
り
ま
す
。

川
へ
近
づ
く
時
は
、
次
の
よ
う

な
安
全
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

・ 

魚
釣
り
や
水
遊
び
は
複
数
人

で
行
う

・ 

水
場
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

時
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
す
る

募
集
期
限

　

令
和
５
年
２
月
15
日
㈬

　

省
エ
ネ
性
能
の
基
準
や
施
工

業
者
等
の
要
件
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問  
産
業
振
興
課 

農
林
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

令
和
４
年
度
の
狩
猟
免
許
試

験
と
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

試
験
に
合
格
す
る
と
わ
な
猟

免
許
、
第
１
種
と
第
２
種
の
銃

猟
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
銃
器
を
所
持
す
る
た

め
に
は
、
警
察
か
ら
の
許
可
が

必
要
で
す
。）

※ 

県
内
の
他
の
試
験
会
場
で
は

網
猟
免
許
も
取
得
で
き
ま
す
。

日　

時

　

初
心
者
講
習
会　

８
月
19
日
㈮

　

試　

験 

８
月
28
日
㈰

会　

場

　

試
験
、
講
習
会
と
も
木
曽
合

同
庁
舎

申
込
期
間

　

７
月
25
日
㈪
〜
８
月
５
日
㈮

そ
の
他

・ 

申
込
書
類
は
農
林
係
で
受
け

取
る
か
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

参
加
す
る
意
思
の
あ
る
人
に

は
、
受
験
料
や
講
習
に
か
か

る
教
本
代
等
を
村
が
全
額
補

助
し
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

特
殊
詐
欺
対
応
講
座

水
難
事
故　

注
意

狩
猟
免
許
試
験

情報掲示板情報掲示板

問   

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所 

総
務
課

℡
０
５
７
２
‐
25
‐
８
０
２
０

　

開
放
講
座
「
水
と
街
道
」
で

は
、
東
濃
地
方
・
木
曽
南
部
地

域
を
中
心
に
、
個
人
で
は
な
か

な
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
砂

防
ダ
ム
や
道
路
工
事
の
現
場
な

ど
を
見
学
し
ま
す
。

開
講
日

　

10
〜
11
月
の
土
曜
日 

　

全
２
回

対
象
者

　

18
歳
以
上
で
全
て
の
講
座
に

参
加
可
能
な
人
（
定
員
は
10
名

程
度
）

問   

長
野
県 

建
築
住
宅
課

℡
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
３
３
９

　

県
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
く
高
い
断
熱
性
を
持
ち
県

産
木
材
を
活
用
し
た
住
宅
の
新

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

助
成
金
額

　

新　

築
：
50
万
円
〜
１
５
０
万
円

　

 
リ
フ
ォ
ー
ム
：
最
大
１
０
０
万
円

受
講
料

　

２
０
０
円
程
度

応
募
期
限

　

８
月
22
日
㈪

応
募
方
法

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
り
①
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
） 

②
郵
便
番
号･

住
所

③
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号

④
年
齢･

性
別 

⑤
応
募
動
機
を

記
入
の
う
え
応
募
。

▼ 

応 

募 

先

　

 

〒
５
０
７
‐
０
０
２
３ 

岐
阜
県
多
治
見
市
小
田
町 

 

４
‐
８
‐
６

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防

国
道
事
務
所
開
放
講
座

「
水
と
街
道
」
事
務
局 

　

０
５
７
２
‐
25
‐
７
９
９
４

　
 cbr-s853030@

cbr.
m
lit.go.jp

開
放
講
座 

水
と
街
道

信
州
健
康
ゼ
ロ
エ
ネ

住
宅
助
成
金

▲ 長野県HP
「 信州健康
ゼロエネ住宅
 助成金」

FAX

▲ 長野県HP
「 狩猟免許試験
 のお知らせ」
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の行事予定
1 金
2 土
3 日
4 月
5 火 健康教室（野尻地区館）

6 水
7 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

8 金
9 土
10日
11月 子宮がん・乳がん検診

12火 健康教室（野尻地区館）

13水 ゴールデン・シューの日
 15：00～（長野地区）

14木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

15金
16土 ほこっと体操教室 

 10：00～（須原地区館）

17日
18月
19火 健康教室（野尻地区館）

20水 なんでも 相談　13：00～（須原地区館）
夜間　18：00～（野尻地区館）

21木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

22金 乳がん検診

23土
24日
25月

26火
障がい者相談 
 10：00～12：00（役場小会議室）
子宮がん・乳がん検診
健康教室（野尻地区館）

27水
28木
29金
30土
31日

77月

※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

①役場、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、 ⑦弓矢分館

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　

マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎
生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 6、13、20②、27
英 会 話 ① 19：30 6、13、20、27
押 し 花 教 室 ② 10：00 20
パ ッ チ ワ ー ク ⑦ 9：30 13、27
レザークラフト ⑦ 9：30 5、19
陶 芸 教 室 ④ 10：00 22、23
コール・マルベリー ② 19：30 7、21、28
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 9：30 5、12、19、26
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 13：00 12、26
リフレッシュヨーガ ⑦ 19：00 6、13、20、27
ヨ ガ ② 14：00 9、23
あゆみ整体教室 ⑦ 19：00 11、25
フラ教室〈昼〉 ⑤ 10：30 4、11、25
フラ教室〈夜〉 ⑤ 19：30 5、19、26
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 9、23
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 2、16、30
池坊いけばな教室 ③ 12：30 12、26
笑 い ヨ ガ ② 13：30 28
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５
月
６
日
に
開
庁
し
た
庁
舎
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
藤
岡
牧
夫
さ
ん
の
絵
が
４
点
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
新
庁
舎
に
展
示
す
る
た
め
に
、
藤
岡
さ
ん
に

依
頼
し
た
も
の
で
す
。
藤
岡
さ
ん
は
小
学
生
の
頃
を
大

桑
村
で
過
ご
し
、
そ
れ
ら
の
縁
で
村
の
生
涯
学
習
や
小

学
生
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
４
点
の
絵
の
中
で
も
メ
イ
ン
の
「
シ
ャ
ボ

ン
玉
で
遊
ぶ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
絵
は
、
春
に
藤
岡
さ
ん
が
村
を
訪
れ
た
際
に
、

保
育
園
の
園
庭
で
遊
ぶ
園
児
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
満
開
の
桜
の
下
で
仲
間
と
遊
ん

だ
記
憶
を
思
い
出
し
な
が
ら
描
い
た
も
の
で
す
。

表
紙
に
よ

て
せ

木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

７月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
3日㈰ 木曽みたけ診療所（木曽町三岳） 46-2266
10 日㈰ 奥原医院（木祖村） 36-2264
17 日㈰ 王滝村診療所（王滝村） 48-2731
18 日㈪ 原内科医院（木曽町福島） 22-2678
24 日㈰ 芦沢医院（上松町） 52-2018
31 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023

村の人口
1,504 世帯

（前月比－９世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 １ ０ １
死　　　亡 ３ ２ ５
転　　　入 １ ４ ５
転　　　出 13 ５ 18
総　人　口
（前月比）

1,656
（－ 14）

1,771
（－３） 

3,427
（－ 17） 

（６月１日現在・住民基本台帳登録人数）

お詫びと訂正

　広報５月号で誤りがありましたので、お詫び
して訂正します。
【訂正】� �
６P　「児童手当制度の改定について」下段の表
　�（誤）

　�（正）

所得制限限度額
（手当が減額になる基準）

扶養親族の人数 所  得  額 収入額の目安
0 人 662万円 833.3 万円

所得制限限度額
（手当が減額になる基準）

扶養親族の人数 所  得  額 収入額の目安
0 人 622万円 833.3 万円

５月 28 日　小学校  運動会

５月８日　新庁舎開庁記念演奏会

５月 11 日　ＧＳの日  春の交流会（恋路峠）

５月のできごと

発
行

／
大

桑
村

　
399-5503 長野県木曽郡大桑村大字長野880番地１

　
　

　
　

　
　

　
TEL  0264-55-3080　

FAX  0264-55-4134
　

　
　

　
　

　
　

H  P  http://w
w

w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/
　

　
　

　
　

　
　

m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷

／
木

曽
オ

ー
ル

プ
リ

ン
ト

株
式

会
社

広
報

お
お

く
わ
N
o.572

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
４
年
６
月
９
日
発
行


